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能
古
島
の
環
境
変
化

（
三
）

□

能
古
島
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
植
物

こ
こ
で
は
、

能
古
島
に
生
育
す
る
植

物
の
中
で
、

福
岡
県
で
も
そ
の
希
少
性

が
認
め
ら
れ
、

注
目
す
べ
き
植
物
を
ご

く

一
部
で
す
が
取
り
上
げ
、

紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
ヒ
ロ
ハ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ

Ｏ
ヽ
き
、Ｇ
い
、Ｇ
』』ミ
き
く
ミ
いヽ
金
ネミ
さ
ぃ
。

シ
ダ
植
物
の

一
種
で
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
科
の

多
年
草
で
す
。

胞
子
葉

（上
写
真
）
の
形

が
錆
に
似
て
い
る
為
、
ラ」
の
名
前
が
あ
り

ま
す
。

福
岡
県
植
物
目
録
Ｉ

（筒
井
、

一
九
八
八
）
に
よ
る
と
、

県
内
で
は
平
地

か
ら
山
地
に
か
け
て
稀
に
分
布
す
る
と
さ

れ
、

九
箇
所
の
自
生
地
と
十
点
の
標
本

記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
市

内
で
は
南
公
園
で

一
九
六
八
年
の
記
録

が
あ
る
の
み
で
、

能
古
島
に
お
い
て
は

初
記
録
、

新
産
地
と
な
り
ま
す
。

植
物

自
体
が
生
長
し
て
も
約
五

ｃ
ｍ
位
と
小

さ
く
、

そ
の
う
え
、

地
上
部
が
姿
を
現

す
の
は
春
か
ら
夏
の
短

い
間
だ
け
に
限

ら
れ
る
為
、

発
見
し
に
く

い
種
で
す
。

九
州
大
学
生
！！！！物
”
発
部
お
畳
い

●
ナ
ガ
サ
キ
シ
ダ
　
〕
Ｃ
Ｓ
や
き
』持
き
ミ
ヽ

（き
ヽ
里
畳
蒋
袋
ミ
ヘＳ

Ａ
ミ
蒋

オ
シ
ダ
科
の
常
緑
多
年
草
で
す
。

竹

林
の
林
床
に
四
株
が
点
々
と
生
育
し
て

い
る
の
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
最
近
ま
で
放
棄
さ
れ
て
い
た
モ
ウ
ソ

ウ
チ
ク
林
で
し
た
が
、

観
光
農
園
の
開

発
に
伴

い
、

今
後
は
適
切
に
管
理
さ
れ

た
竹
林
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
く
よ
う

で
す
。

能
古
島
で
は
こ
の
ナ
ガ
サ
キ
シ

ダ
と
と
も
に
、

同
じ
竹
林
で
の
み
確
認

さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
イ
ヌ
ヮ
ラ
ビ
も

一
株

だ
け
で
す
が
生
育
し
て
い
る
た
め
、

竹

林
と
そ
の
林
床
植
物
の
今
後
の
動
態
が

気
に
な
り
ま
す
。

●

ハ
マ
ビ
シ
　
甲
、き

あヽ

袋ヽ
ミ
鶏

らヽ
い

海
岸
の
砂
地
に
生
育
す
る

ハ
マ
ビ
シ

科
の

一
年
草
ま
た
は
越
年
草
で
す
。※

福

岡
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
と
、

能
古
島

（
一

九
八
九
年
）
、

玄
海
町

（
一
九
二
三
年
、

一
九
六
五
年
）
か
ら
三
点
の
標
本
記
録

だ
け
が
残

っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
能
古

島
で
は

一
九
九
四
年
に
絶
滅
し
た
と
さ
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れ
て
お
り
、

最
後
に
確
認
さ
れ
た
記
録
が
唯

一
能
古

島
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
非
常
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

●
シ
ハ
イ
ス
ミ
レ
　
ぷ
Ｇ
き
く
ミ
ｓ
Ｇ
§
ミ
単

Ｓヽ

県
内
で
は
比
較
的
山
地
に
生
育
す
る
ス
ミ
レ
科

の

多
年
草
で
す
。

能
古
島
で
は
二
〇
〇
〇
年
に

一
個
体

の
み
、

中
央
部
の
道
路
沿
い
の
林
縁
に
お
い
て
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
〇
〇
二
年
以
降
は
個
体
が
消

失
し
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ス
ギ
植
林
内
や
林

縁
、

林
道
沿
い
な
ど
に
生
育
す
る
植
物
で
す
が
、

消

失
し
た
と
は
言
え
、

島
嶼
部
で
生
育
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

現
在
、

能
古
島
に
は
他

に
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

コ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

ナ
ガ

バ
ノ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

ニ
オ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

ニ
ョ
イ
ス
ミ
ン
、

ス
ミ
レ
、

ヒ
メ
ス
ミ
レ
、

コ
ス
ミ

レ
、

ノ
ジ
ス
ミ
レ
の
九
種
類
の
ス
ミ
レ
が
生
育
し
て

い
ま
す
。

ス
ミ
レ
と

一
口
に
言

っ
て
も
実
は
種
類
も

多
く
、

花
や
葉

の
色
、

形
は
全
て
違

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ

の
種
が
違

っ
た
環
境

に
生
え

て
い
る
た

め
、

春
は
ス
ミ
レ
を
探
し
て
島
内
探
検
を
す
る
の
も

面
白

い
で
す
よ
！

（●
ミ
ゾ

コ
ウ
ジ

ュ
　
∽
ミ
く
き
ヽ
きヽ
い
き
為
・的
ト

湿
地
に
生
育
す
る
シ
ソ
科
の
越
年
草
で
す
。

能
古

島
小

・
中
学
校
近
く
の
杉
谷
池
に
三
十
株
ほ
ど
ま
と

ま

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

南
部
の
水

田
に
も
十
株
ほ
ど
確
認
し
ま
し
た
。

生
育
に
は
湿
地

性

の
環
境

が
維
持
さ
れ

る

こ
と
が
大
切

で
あ
り
、

「潮
問
帯
」

の
よ
う
な
、

水
位

の
季
節
変
動
が
重
要

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

近

年
能
古
島
で
は
池
の
改
修
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

西

谷
上
池
や
西
谷
下
池
は
護
岸
の

一
部
が
ゴ
ム
の
シ
ー

ト
で
覆
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
手
法

は
ミ
ゾ

コ
ウ
ジ

ユ
を
は
じ
め
、

湿
地
性
の
貴
重
な
植

物
の
生
育
場
所
を
完
全
に
奪
う
も
の
で
あ
り
、

今
後

は
是
非
と
も
植
物
に
配
慮
の
あ
る
工
法
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

●
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
　
ぷ
Ｓ
ヽ
恐ヽ

ミ
き

やヽ
ヽ
卓やざ
詳

湿
地
に
生
育
す
る
ゴ

マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
越
年
草
で

福
岡
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

能
古
島
で
は
春
先
に
水
田
な
ど
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

個
体
数
も
比
較
的
多
く
、

極
端
な

農
薬
の
使
用
や
水
回
の
放
棄
が
な

い
限
り
、

能
古
島

で
は
絶
滅
す
る
恐
れ
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
ミ
ク
リ
　
せ
蕊
弱
還

ミヽ
ミ
、、
い
、ミ
さ
い

湿
地
に
生
育
す
る
ミ
ク
リ
科
の
多
年
草
で
、

福
岡

県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
で
は
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

西
日
本
、

特
に
九
州
で
は
稀
な
植
物
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
行
橋
市
と
田
川
市
に
の
み
分
布
情
報
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
調
査
で
能
古
島
に
お
い

て
も
そ
の
生
育
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、

福
岡
県
で
は

三
箇
所
目
の
自
生
地
と
な
り
ま
し
た
。

南
部
の
住
宅

近
く
の
休
耕
田
で
育

っ
て
お
り
、

両
側
の
田
ん
ぼ
で

は
毎
年
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
茎
が
旬
旬

し
て
栄
養
繁
殖
を
す
る
た
め
、

正
確
な
個
体
数
は
不

明
で
す
が
、

約
五
ポ
に
三
十
株
ほ
ど
が
生
育
し
て
い

ま
し
た
。

福
岡
県
に
お
け
る
数
少
な

い
自
生
地
の
ひ

と

つ
で
あ
る
為
、

大
切
に
守

っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。今

回
、

注
目
す
べ
き
貴
重
な
種
を

い
く

つ
か
紹
介

し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
種
の
ほ
と
ん
ど
は
人
の
影

響
が
及
ぶ
地
域

（水
田
、

休
耕
田
、

林
縁
な
ど
）
に

生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
は
昔
か
ら
続
く

一
連
の
農
作
業
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、

こ
の

穏
や
か
な
撹
乱
が
そ
の
種
を
存
続
さ
せ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、

能
古
島
で
も
耕
作
地

の
放
棄
を
は
じ
め
と
す
る
里
山
環
境
の
荒
廃
、

改
修

工
事
に
よ
る
湿
地
環
境
の
変
化
な
ど
、

し
だ
い
に
目

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
事
は
植
物

の
生
育
で
き
る
場
所
自
体
を
失
う
も
の
で
あ
り
、

追

い
や
ら
れ
た
植
物
は
能
古
島
に
存
在
す
る
こ
と
自
体

が
難
し
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。　

一
方
、

山
地
性
の
種
は
個
体
数

こ
そ
少
な

い

の
で
す
が
、

年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
環
境
に
生
育

し
て
い
る
た
め
、

大
規
模
な
開
発
さ
え
行
わ
な
け
れ

ば
絶
滅
す
る
こ
と
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
度
絶
滅
し
て
し
ま

っ
た
種
は
二
度
と
蘇
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

能
古
島
で
絶
滅
し
た
種
を

他
の
地
域
か
ら
持
ち
込
め
ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
移
り

住
み
、

根
を
下
ろ
し
て
き
た
植
物
は
、

能
古
島
で
培

っ
て
き
た
遺
伝
子
を
有
し
て
お
り
、

何
物
に
も
代
え

が
た

い
も
の
な
の
で
す
。



能
古
島
は
、

福
岡
都
心
部
に
近

い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

島
と
い
う
特
殊
性
と
、

他
で
は
見
ら
れ
な

い
里

山
環
境
に
よ
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
織
り
成
し
て

い
る
島
で
す
。　

一
人

一
人
が
植
物
に
少
し
で
も
目
を

向
け
、

こ
れ
ら
多
種
多
様
な
植
物
た
ち
の
存
在
を
ま

ず
は
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、

お
の

ず
と
こ
の
自
然
環
境
が
大
切
に
守
ら
れ
、

今
後
と
も

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
福
岡
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ

福
岡
県
が
、

県
内
で
絶
減
の
恐
れ
が
あ
る
野
生

生
物
種
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
の
生
息
状
況
等
を

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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ミゾヨウジユ sαか″αP′あ2筋沢βァ

湿り気のある所に生えるシソ科の

二年車。回ゼッ ト状の根生業で冬

を越 し、春に花茎が伸びて花を咲

かせる。

(2000年 撮影)

(3)第 354」 書

シアヽイスミレ 比 θtt viθ筋ごごα舟″αたす″θ

県内では比較的山地に生育するスミレ

科の多年車。この写真を撮影した翌年

以降、シハイスミレの姿を見ていない。

(2000年 撮影)

植
物
相

調
査
担
当

¨
田
金
秀

一
郎
　
注遅
山
弘
法

※
次
回
は
「能
古
島
の
ト
ン
ボ
相
」
で
す
。

―
―
墨
竹
図
の
謎

南
冥
か
ら
少
乗
ヘ
ー
ー

五
月
十
八
日

（金
）
か
ら
常
設
展
を

一
部
入
替
え

「墨
竹
図
の
謎
、

南
冥
か
ら
少
乗
へ

（仮
称
と

を
展

示
致
し
ま
す
。

大
庭
卓
也
氏
が

「南
冥
の
墨
竹
」
と
題
し
て
、

墨
竹

図
の
横
に
書
か
れ
て
い
る
日
付
に
つ
い
て
の
貴
稿
を
、

本
誌
四
頁
か
ら
五
頁
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い

ま
す
。
ま
た
、

そ
の
内
容
に
合
わ
せ
、

大
庭
氏
所
蔵
の

墨
竹
図
と
当
館
の
南
冥
、

少
乗
の
墨
竹
図
を
併
せ
て
、

五
月
十
八
日

（金
）
か
ら
展
示
致
し
ま
す
。

南
冥
に
と

っ
て
、

未
だ
謹
慎
が
解
か
れ
な

い
身
に

容
赦
な
く
襲

い
か
か
る
、

甘
栄
館
と
自
宅

の
火
災
。

永
年
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
著
書
の
殆
ん
ど
は
、

こ
の

罹
災
で
失
わ
れ
ま
す
。

失
意
の
底
で
、

初
め
て
筆
を

取
り
描

い
た
の
は
、

日
付
を
入
れ
た
墨
竹
で
す
。
日

が
過
ぎ
て
ゆ
く
に
従

っ
て
、

墨
竹
は
力
強
く
蘇

っ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
画
の
意
味
を
解

っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

南
冥
の
孫
で
あ
る
少
乗
も
、

墨
竹
を
多
く

描

い
て
い
ま
す
。
し
な
や
か
な
竹
、

風
に
立
ち
向
か

う
力
強

い
竹
、

一局
面
に
描
く
瑞
瑞
し
い
竹
、

と
変
化

に
富
ん
で
い
ま
す
。

甘
巣
館
と
自
宅

の
罹
災
は
寛
政
十

（
一
七
九
八
）

年
、

二
月
朔
日
。

少
乗
の
誕
生
は
、

火
災
後
わ
ず
か

十
八
日
目
の
二
月
十
九
日
、

同
じ
年
の
出
来
事
で
す
。

ぜ
ひ
、

南
冥
と
孫
、

少
乗
の
墨
竹
図
の
展
示

（五

月
十
八
日
か
ら
）
を
御
高
覧
下
さ
い
。

シュンラン cメ777うFか,772 gθごrF″gF′

(Rttbチ)RC77う,

ラン科の多年草。「春蘭」という名

の通り、春を代表する植物で、能

古島では明るい林や林縁に生育 じ

ている。  (2006417撮 影)

ナガサキング Dり lFj″4・l′∫立あθ″,ど

葉が厚く形も特徴的なシダ植物。福岡県全上に

分布するが個体数は少ない。能古島では現在竹

林の 1ケ所に4林 のみ確認している。

(20061210撮 影)

ミクリ 助 αttα所″″?びです″初と

湿地に生育するミクリ科の多年車。

福岡県内では非常に稀で絶滅が危

惧されている。来歴は不開だが、

能古島では休耕国に30林 前後が生

育している。(2006823撮 影)

カワヂシャ 確 門"たα″″あわ″"イα′′

湿り気のある所に生えるゴマノハ

グサ科の二年草。和名の出来は川

辺に生えるチシヤという意味で、

若東はやわらかく食用となる。

(2006417撮 影)
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亀
井
少
乗
が
絵
事
を
よ
く
し
、

特
に
墨
竹
を
得
意

と
し
て
い
た
こ
と
は
、

『闇
秀
亀
井
少
乗
伝
』
に
収
録

さ
れ
る
、

能
古
博
物
館
亀
陽
文
庫
所
蔵

の
優
品

の

数
々
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

そ
の
祖

父
、

亀
井
南
冥
も
、

墨
竹
を
し
ば
し
ば
好
ん
で
描
い
て

い
た
点
は
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
も
の
を
知
ら
な
い
。

私
は
、

田
能
村
竹
田
の

『竹
田
荘
師
友
画
録
』

公
一

巻
　
天
保
四
年
成
）
の

一
節
に
、

南
冥
先
生
、
…

（中
略
）
…
晩
写
墨
竹
。

予
観

二
紙
。

剣
抜
弩
張
、

英
気
溢
出
紙
表
。

題
字
亦

多
一象
語
。

其

一
斉
書
日
、

第
二
十

一
、

其

一
日
、

第
四
十
六
。

不
知
何
謂
也
。

（南
冥
先
生
は
…

（中
略
）
…
晩
年
、

竹
を
写

し
て
い
た
。

私
は
先
生

の
竹
の
絵
を
二
つ
拝

見
し
た
が
、

い
ず
れ
も
、

剣
を
抜
き
弩
を
ひ

く
よ
う
に
、

紙
か
ら
溢
れ
で
ん
ば
か
り
の
勢

い
で
あ

っ
た
。
ま
た
題
賛
も
威
勢

の
よ
い
言

葉
が
多
い
。

端
の
方
に
は
、

「第
二
十

一
」
あ

る
い
は

「第
四
十
六
」
と
記
し
て
あ

っ
て
、

何
の
意
味
か
分
か
ら
な
い
で
い
る
。

）

と
あ
る
の
を
読
ん
で
、

以
前
よ
り
注
目
し
て
い
た
が
、

こ
こ
数
年
の
間
、

偶
然
に
も
南
冥
の
墨
竹
図
三
点
を

架
蔵
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

そ
の
特
色
が
少
し
ず

つ

解

っ
て
き
た
の
で
、

こ
こ
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

そ
の

一
は
、

縦
４４

・
２

ｃ
ｍ
、

横
６６

・
４

ｃ
ｍ
の

紙
本
、

印
章
二
顆
、

と
も
に
自
文
方
印

「亀
井
／
魯
」

「道
哉
／
父
」
を
捺
す
。

中
央
に
大
き
く
余
白
を
残
し
、

円
を
描
く
よ
う
に

一
枝
を
画
面
の
外
に
ま
で
伸
ば
し

た
構
図
は
、

竹
田
の
い
う
通
り
と
て
も
勢

い
が
よ
い

〈図
‐
ｅ

。
左
上
に
は

「戊
午
仲
春
災
後
第
二
十
有
九

写
於
静
好
堂
」
と
あ
り
、

寛
政

一
〇
年
二
月
、

す
な

わ
ち
甘
栄
館
が
焼
失
し
、

居
宅
書
斎
の
す
べ
て
を
失

っ
た
時

に
描

い
た
も

の
と
知
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

「災
後
第
二
十
有
九
」
と
は
、

甘
栄
館
焼
失
か
ら
二
九

日
目
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

な
ら
ば
、

竹
田
が
疑
問

に
思

っ
て
い
た

「第
二
十

一
」

「第
四
十
六
」
と
の
端

書
き
も
、

焼
失
か
ら
数
え
た
日
数
を
記
し
た
も
の
で

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

南
冥
は
失
意
の
う

ち
に
、

火
災

の
こ
と
を
思

い
返
し
な
が
ら
、

時
折
、

竹
を
写
し
て
は
気
を
紛
ら
わ
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

竹
の
節
や
葉
に
見
ら
れ
る
、

激
昂
し
た
か
の
よ
う
な

筆
致
は
、

み
ず
か
ら
を
鼓
舞
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

南
冥
の
墨
竹
図
は
、

甘
栄
館

火
災
後
何
日
目
に
描

い
た
と
い
う
日
付
を
持

っ
て
い

る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
二
は
、

縦
３９

・
５

ｃ
ｍ
、

横
５６

。
Ｏ

ｃ
ｍ
の

紙
本
、

印
章
は

ａ
と
同
じ
印
文
だ
が
、

印
影
の
異
な

る
白
文
方
印
二
類
を
捺
す
。

左
に

「南
冥
陳
人
災
後

一
百
三
十
有
三
画
於
包
楼
戊
午
九
月
」
と
あ
り
、

こ

れ
は
同
じ
く
寛
政

一
〇
年
の
九
月
、

火
災
か
ら

一
三

二
日
目
に
描
か
れ
た
も
の
。
ま

っ
す
ぐ
に
伸
び
る
竹

は
落
ち
着

い
て
お
り
、

心
の
平
静
を
や
や
取
り
戻
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る

〈図
‐ｂ
〉
。

<図 一a>南 冥墨竹図

罹災後三十九日目筆 (筆者蔵)

<図 a>E口 影部分<図 b>E日 影部分
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<図 c>南 冥墨竹図

晩年頃筆か (筆者蔵)

能 古 博 物 館 だ よ り 平成 19年 5月 1日

く図 b>南 冥墨竹図

罹災後百三十三日目筆 (筆者蔵)

<図 e>南 冥墨竹図

罹災後三百四十二日目筆

そ
の
三
は
、

縦
４０

．
Ｏ

ｃ
ｍ
、

横
４９

・
ｌ

ｃ
ｍ
の

紙
本
、

印
章
は

ａ
と
同
じ
二
類
の
ほ
か
、

な
か
ほ
ど

に
自
文
長
方
印

「日
堂
」
を
捺
す
。

著
名
、

火
災
後

何
日
と
い
う
記
述
は
な

い
が
、

息
子
の
昭
陽
に
よ
る

八
言
二
句
の
着
賛
が
あ
る

〈図
ｔ
ｃ
〉
。

曲
線
を
惜
し

ん
だ
描
法
は
、

亀
井
流
の
書
体
に
も
通
じ
て
、

す

っ

か
り
堂
に
入

っ
た
感
が
あ
る
。
ま
た
昭
陽
の
賛
に
支

え
ら
れ
て
い
る
画
面
よ
り
し
て
、

あ
る
い
は
最
晩
年

の
作
と
見
て
お
き
た
い
。

以
上
三
点
を
、

当
館
事
務
局
長
菊
地
幸
子
氏
に
お

話
し
し
た
と
こ
ろ
、

亀
陽
文
庫
所
蔵
の
南
冥
墨
竹
二

点
を
お
教
え
頂
い
た
。

〈図
‐ｄ
〉
は
、

「戊
午
伸
春
災

後

一
十
五
写
」
と
あ
り
、

は
た
し
て
、

罹
災
し
て
か

ら
、

わ
ず
か

一
五
日
目
に
描
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。

縦
８０

．
８

ｃ
ｍ
、

横
２２

・
９

ｃ
ｍ
、

紙
本
。

印
章
は

ａ
に
同
じ
。

節
も
葉
も
、

な
ん
と
弱
々
し
い
運
筆
の

竹
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、

南
冥
の
落
胆
の
大
き
さ

を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
観
る
に
痛
ま
し
い
。

〈図
‐
９

は
、

素

っ
気
な
く

「第
三
百
有
四
十
二

画
」
と
の
み
記
し
、

朱
文
運
印

「南
」

宣
企

が
捺
さ

れ
る
扇
面
の
墨
竹
。

上
弦
５２

・
２

ｃ
ｍ
、

下
弦
２‐

．

８

ｃ
ｍ
、

天
地
１８

・
ｌ

ｃ
ｍ
ヽ

紙
本
。

罹
災
し
て
か

ら
、

ほ
と
ん
ど

一
年
を
経
た
染
筆
で
あ
る
が
、

こ
れ

扱
え
ぬ
、

悲
哀

に
満
ち
た
物
語
が
そ
の
背
後

に
ひ
そ

む
。

ま
た
少
乗
が
、

静
か
に
竹
を
写
す
、

こ
う
し
た

祖
父
の
姿
を
身
近
に
見
て
い
た
と
す
れ
ば
―
―
≡彼

女
が

こ
だ
わ

っ
て
墨
竹
を
描
き
続
け
た
理
由
も
、

お
の
ず

か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

※
次
号
は

「南
冥
と
鎮
西
の
漠
詩
人

（五
）

南
冥
と
広
瀬
淡
窓
」
で
す
。

以
前
に
南
冥
は
、

焼

失
し
た
甘
栄
館
の
こ

と
を
思
い
や
り
な
が

ら
、

い
っ
た
い
ど
の

位
多
く
の
竹
を
写
し

続
け
て
い
た
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
五
つ
の

墨
竹
を
順
に
並
べ
て

み
る
と
、

失
意
の
う

ち
か
ら
徐
々
に
平
静

を

取

り
戻

し

て
ゆ

く
、

南
冥
の
強
靭
な

精
神
力
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

南
宣

の
墨
竹
は

文
人
画

般
の
里
堂

竹
と
は
同
夕J
ヤこ

<図 d>南 冥墨竹図

罹災後十五日目筆
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多 巽

々

羅

吉 雄

臣 一

様 様

（敬
称
略
　
順
不
同
）

【法
人
協
賛
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
　
一口
笠
松
会
有
吉
病
院

浄
滴
寺
　
　
　
　
　
一０
ゥ
ェ
ダ
建
築
社

に
原
土
井
病
院
　
　
　
　
一九
州
防
英
工
業
い

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
い
　
一０
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ｍ
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
　
　
一　
　
サ
ー
ビ
ス

リ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
，０
量
友
設
備

い
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム
　
！総
合
産
業
０

ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
　
　
　
　
　
　
ｉｍ
ニ
ツ
コ
ク

・
ト
ラ
ス
ト

福
岡
桜
坂
郵
便
局
　
　
　
！の
メ
イ
デ
ン

鬼
鞍
信
孝
　
　
　
　
！ダ
イ
ア
ド
硼

福
岡
赤
坂
郵
便
局
　
　
　
！ｍ
ホ
ス
ピ
カ

戸
田
正
義
　
　
　
　
！ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

日
清
医
療
食
品
ｍ
　
　
　
ｉ口
大
乗
会
福
岡
原
リ
ハ
ビ
リ

福
岡
支
店
　
　
　
　
一　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

ｍ
福
岡
経
営
　
　
　
　
　
一口
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

管
理
セ
ン
タ
ー
　
　
一伽
ニ
チ
ロ
九
州
支
社

鋪
サ
ン
コ
ー
　
　
　
　
　
一宗
教
法
人
善
隣
教

口
恵
光
会
　
原
病
院
　
　
ｉｍ
リ
コ
ー
商
会

い
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行
　
一伽
橋
本
組

和
白
支
店
　
　
　
　
！下
山
工
業
硼

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行
　
一学
校
法
人
原
学
園

子
代
町
支
店
　
　
　
一棚
唐
人
町
プ
ラ
ザ
百
菓
館

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行
　
一大
和
産
業
ｍ
福
岡
支
店

香
椎
支
店
　
　
　
　
一社
会
福
祉
法
人

的駆
尭
開
席
帥饗
艶
砕

福
岡
法加通
セ
ン
タ
ー
支
店
一能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
　
一仰
岩
室
商
会

新
目
支
店
　
　
　
　
一特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
　
！　
　
な
ご
み
の
里

箱
崎
支
店
　
　
　
　
！
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
鋪

働
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
　
一い
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

久
山
支
店
　
　
　
　
　
！０
ト
ー
タ
ル
　
サ
ポ
ー
ト
・

０
サ
ン
ネ
ツ
ト

　
　
　
　
一
＞

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
福
砂
屋
　
　
　
　
　
　
一社
福
多
々
良
福
祉
会

一
！！
！！．！！！
！
！！！！一！！一
！一■
一一「一
！！
一
！！！！！一
！！一
！！！！
！■
！！！，
！！
一
！！！
！！一一■
！！！
！一「！
！！
！！！！
！■
！
！
一
「！
！
！！
！一「
！！
！！
！
！！一「
！
一！一
一
十一！！！！
一！一
一「一！一
！！！！！！一
一！！！！，
！
！
！！一
！！一！！，
一「
！一ヤ一！！！！！！
！！」
！，
一！一
！一
一！
！一，
！！一
」
！！！
！！

！

一
御
寄
付
者
芳
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
あ

り
が

と

う
ご

ざ

い
ま

し

た
」

一

【協
賛
会
会
員
】

松
本

盛
二
③

南

誠
次
郎
⑥

中
山

重
夫
②

官

　

直
登
⑥

早
船

正
夫
⑥

岡
部
六
弥
太
②

笠
井

徳
三
⑦

安
陪

光
正
⑤

亀
井

准
輔
⑥

石
橋

観

一
②

木
原

敬
吉
③

原
田

国
雄
⑦

森
光

英
子
③

永
井

　

功
⑦

緒
方

益
男
⑦

山
本

　

稔
③

武
内

隆
恭
②

白
水

義
晴
③

石
野
智
恵
子
⑥

翠
川

文
子
②

多
々
羅
節
子
⑥

熊
谷

古蚕
二
②

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
②

片
桐

寛
子
②

西
村

俊
隆
⑥

明
石

散
人
②

矢
部

俊
幸
③

上
原

孝
正
③

早
船

首
〓

④

西
方

俊
司
⑤

亀
井

千
秋
④

土
生

借
子
①

藤
井

鉄
夫
②

添
島

律
子
③

永
野

　

由豆
①

【友
の
会
会
員
】

伊
藤

　

茂
①

山
田

博
子
②

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑥

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
③

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
①

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
朗
②

増
田

義
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
◎

土
井

千
車
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
①

松
井

俊
規
◎

衛
藤

博
史
◎

伊
藤

泰
輔
③

西
村

蓬
頭
③

執
行

取
彦
④

渡
退
千
代
子
②

後
藤

和
子
②

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑥

中
村
ひ
ろ
え
◎

古
賀

謹

二
②

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
◎

櫛
田

正
巳
◎

青
木
良
之
助
◎

神
崎
憲
五
即
②

金
子

柳
水
①

佐
野

　

至
③

井
手

親
栄
①

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

珀石
山
②

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
③

吉
瀬

』不
雄
○

古
賀

義
期
○

西
山

正
昭
◎

市
丸
喜

一
郎
②

豊
島

嘉
穂
②

守
瀬

孝

二
①

鋤
田

祥
子
⑥

甲
本

達
也
①

日
本

政
宏
⑥

大
塚

博
久
②

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

と相
③

杉
浦

五
郎
②

中
野

口田
子
○

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
①

住
本

　

市最
⑥

前
田
敏
也
子
⑥

村
山

士
口
庫
○

住
本

直
之
⑥

間
所
ひ
さ
子
⑥

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
幸
③

井
上

専田
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
嵯
雄
①

白
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康

二
①

原

　

牧
子
①

杉

み
ど
り
③

原

　

祐

一
①

山
下

運相
久
②

杉
原

正
毅
◎

大
久
保

口升
②

党

　

隆
雄
③

福
澤

日口
弘
②

小
嶋

幸
狂
③

福
本

幸
行
②

樋
回

陽

一
②

片
桐

道督

一②

木
下

　

勤
◎

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
⑥

田
上

紀
子
③

中
畑

孝
信
⑥

西
島

道
子
⑥

西
嶋

洋
子
⑥

村
上

靖
朝
③

痛
村

　

魁
③

木
原

光
男
⑥

鈴
木
恵
津
子
⑥

冨
未
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
②

松
本
雄

一
郎
②

石
橋

善
弘
⑥

徳
重

　

認
①

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
③

西
嶋

克
司
◎

樺
島

政
信
③

上
杉

和
稔
①

富
田

英
寿
⑥

野
上

哲
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
②

藤
田
　
一
枝
⑥

松
尾

注月
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
②

吉
安

蓉
子
⑥

村
上

　

牧
②

小
谷

修

一
②

阿
部

日日
弘
⑤

結
城

　

進
③

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
即
②

藤
吉
マ
ツ
ヱ
⑤

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
朗
④

香
立
ス
ミ
ヱ
①

藤
瀬
三
枝
子
⑥

野
見
山

実
④

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
口

智
子
②

山
本

信
行
①

銀
座
玄
和
堂
診
療
所
ゐΨ

井
上

陽

一
⑤

寿

美

電
気
⑤

矢
野

鈴
子
⑤

藤
崎

和
子
⑤

宮
崎

正
直
②

原
田

雄
平
⑤

山
本

　

勲
③

高
恨

　

一巽
③

高
根

幸
子
③

柴
田

優
美
②

谷
回

眼担
江
②

石
橋

順
子
④

西
原

正
俊
③

松
兼

友
彦
④

小
川

　

誠
③

木
皿

敦
代
④

矢
野

義
憲
①

丸
山

敏
子
③

江
崎
小
二
郎
②

佐
藤

洋
子
①

稲
永
カ
ヲ
ル
②

的
野

　

彰
①

高
田
久
美
子
①

森
山

純
子
②

小
山

保
彦
①

小
山

勝
子
①

側
嶋
長
智
子
①

筑
紫

軒
子
①

真
原

俊

一
①

小
山

官
田
夫
①

江
原

幸
雄
②

中
山

隆
史
②

小
川

道
博
②

瀬
野

雄
市
③

有
吉
キ
ヌ
子
①

蓑
原

　

聡
①

生
田

幸
久
①

森
日

英
子
①

西
山

紀
子
①

瀬
戸
美
都
子
②

池
松

幾
生
①

立
石

　

一泉
①

杜

あ
と
む
①

小
山
田
公
子
①

服
部
た
か
子
①

田
代

朝
子
①

米
濃

昭
英
①

三
首

　

進
①

岡
部
九
州
生
①

見
地

一二
郎
①

水
田

和
夫
⑥

木
戸

能

一
①

星
野
万
里
子
③

吉
村

市ヨ
江
⑥

安
松

勇

一
①

上
回

良

一
②

高
田

と空

一◎

桑
野

次
男
⑥

藤
木

充
子
②

和
国

宏
子
○

行
成

静
子
②

片
岡

洋

一
⑥

石
川

文
之
③

都
筑

久
馬
②

横
山

智

一
③

古
賀

荘癌
子
①

宮
崎

　

集
②

西

　

政
憲
①

岡
本

金
蔵
②

三
宅

珀石
子
⑬

星
野

金
子
②

林

十
九
楼
①

宮

　

徹
男
⑥

織
田
喜
代
治
⑥

上
回

　

博
⑥

鶴
田
ス
ミ
子
②

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
岡

秀
賓
④

原
田

種
美
⑤

石
橋

こ相
助
④

井
上

敏
枝
⑤

隈
丸

世相
次
②

吉
冨
と
き
代
③

大
山

宇

一
⑥

葉
山

政
志
①

川
島

貞
雄
②

］序
　

洋
子
⑥

久
芳

正
隆
③

半
田

耕
典
⑥

荘
山

雅
取
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
岡
喜
代
太
②

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

※
新
規
の
御
加
入
⌒先
号
以
後
、

平
成
１９
年
４

月
２６
日
現
在
）
を
、

記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、

何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
河裾
残

協
賛
会

（個
人
）年
間
１
万
円
（何
日
で
も
可
）

〃
　

⌒法
人
）年
間
３
万
円
（何
日
で
も
可
）

友
の
会
年
間
３
千
円
（何
口
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
従
事
企
画
に
参
加
）

〔
軸
舗
朗
忙
碁
訓
嗣
難
一

施
設
整
備
等
の

〕

納
入
方
法
日
郵
使
振
苦
①
ｌ
７
３
①
‐９
‐６
①
９
７
０

財
同
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

・能古博物館ご案内・

開 館  9:30～ 17:00(入 館 16i30ま で)

開館日 3月 T ll月の金 ・土■日
入館料 大人400円・高校生以下無料
交 通 姪浜 能市行渡船場■フIッ■(10分)

→能古 (徒歩10分)■ 甲物筆|‐

〒81伊0012 福岡市西区能古522■2

な (o92)883と2887 FAX(02)183■ 2381
HP http十11 W`WnOkOnosttima―隅jseu品loFtすo
Bm創 l hfo@nokOnosttma ttUSeじ田!6rJp

休館日 3月 ～11月(月宇木)12月～2月(冬季休館)

1団体にて御入館の場合は曜日にかかわらず御相談下さい。1

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社


